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1. まえが、き

大陸棚調査室では，平成 8年 1月から平成 9年12

月の間，大型測量船「拓洋jにより第37回大陸棚調

東経127°30’及び130°00’の経度線で囲まれた海域で

ある（第 1図参照）．

調査期間は，平成 8年 1月18日から 1月22日まで，

平成8年12月5日から12月7日まで，平成 9年 4月

査として沖縄島南方海域の調査を実施した．ここで 19日から 5月6日まで，平成9年 7月29日から 8月

は，この調査結果の概要について報告する．

2. 調査概要

調査海域は，北緯21°00’及ぴ北緯24。00’の緯度練，

11 

3日まで，平成9年10月14日から10月17臼まで，平

成 9年11月16日及び平成 9年12月5Bから12月8日

までの計41日間である（日数は調査実績とした）．

調査の主測線は東西方向としj防総間隔は 6海里交
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差測線は東北 南西その他必要に応じて補測棋を設

定した（第 2図参照）．

調査に使用した機器は次のとおりである．

く船位〉

GPS航法装置

MX9212 （米国 MAGNAVOX社製）

く測深〉

ナローマルチビーム音響測深機

シーどーム210（周波数12kHz：米国 SEABEAM 
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INSTRUMENTS社製：測深，，届は水深の1.7倍）

測線距離5644海里

水深の音速度補正は XBT（水深1500mまで）及び

JODCの各層水温塩分テ、、ータにより行った．

く地質構造〉

深海用音波探査装置

・マルチチャンネル（24ch)

エアガン1500CT（発振間隔50m毎：米国 Bolt

社製）

容量 lOOOc.i （立方インチ）

圧力 1500psi 測線距離192海里

．シング／レチャンネル

エアカ、、ン1500LL（発振間隔15秒毎：米国 Bolt

社製）

容量 352c.i （立方インチ）

圧力 1500psi 測線距離4602海里

．表層探査装置

CESP精密地層探査システム

（周波数3.5kHz：米国 REYTHEON社製）

測続距離4955海里

〈地磁気〉

海上磁力計PMM-100型（国際電子工業社製）

l~iJ娘距離4934海里

く重力〉

海上重力計KSS-30型（独国 BODENSEEWERK

GEOSYSTEM社製） 測線距離5644海里

く底質採取〉

チェーンバッグ型及ぴ円筒型採泥器

採泥地点 2点

3. 調査結果

(1) 海底地形（第 3' 4図参照）

本調査海域はフィリピン海盆の北西部に位置し，

北西方に南西諸島海溝，北東方には沖大東海嶺が存

在する．海域内は全体的に水深5000m～ 6000mの深

海平盟国であり，小規模な凹凸地形が存在する．

海域北西部に南西諸島海溝から延ぴる北西 南東

-+-.f 方向の凹地群が存在し，北東部には沖大東海嶺南西
--+---.J. 2' 

中 端のなだらかな斜面が延びており，その方向は北部

から南東部海域にかけては，北西一南東方向から北

-12 



水路部技報

一南方向へ，やや湾曲しながらその方向が変化して

いる．また， 6000mを越える地溝状の凹地群が存在

し，中部から南部にかけて，比高差が1000m～3000 

mの高まりが存在する．

海域北西部の凹地群は，深海平坦面からの比高差

がf700m～lOOOmを示す 2カ所が顕著で、あり，その内

の一方に本海域の最深水深6785mが存在する．また，

近傍に比高差200m～ 500mの小海丘を伴っている．

海域北東部の斜面は，水深約4000mから後述する

凹地群に向かつて，小規模な窪みや高まりを伴いな

がら南西方向へ緩やかに傾斜している．

海域中部から南東部にかけて湾曲しながら水深が

約6100m～ 6400 mの狭障な凹地群が発達しており，

その周辺には最大の比高差が約500m程度の小海丘

が点在している．

海域中央部付近は1970年代より，フィリピン海盆

北西部に地形的高まりが存在することが知られてお

り，ウル夕、ネタ海台と呼ばれていたが，その詳細な

地形は不明で、あった（Mrozowskiet al., 1982）.ま

た， i日ソビエト連邦による1990年に行われた調査に

よってウルダネタ海台の地殻構造調査が行われたが

(Karp et al., 1995），詳細な海底地形の理解につい

ては不十分なままであった．今回の大陸棚調査に

よって，地形・地磁気・重力・反射法音波探査によ

る調査を行い，ウルダネタ海台は地形的lこ「海台J

ではなく，比高差約1300～2600mの4個の海山が近

接して存在していることが明らかになった．

その中でも，顕著なものは北緯22°18.9’，東経128°

40.6’にある比高差2600mの芭蕉海山（仮称）で，頂

部水深は2314mである．また，この海山群の南西側

には，北西南東方向の海丘列が存在する．

海域南部には，東西方向に約180kmlこわたつて弓状

に並ぶ

なかで、最大のものが，北緯21°26.2’，東経128°30.4’に

ある白秋海山（仮称）で，比高差は約3300mに達し，

頂部水深1684mは，本海域の最浅水深である．また，

これらの海山の南西側には，小きい海丘群が東西に

並んでいる．

本海域の顕著な海山（仮称）を第 1表にまとめた．
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(2) 地磁気全磁力異常（第 6-1～ 6 4' 7図参

照）

本海域の地磁気全磁力異常値は，一部の異常を除

き概ね十200nTから 200nTの範囲で分布してお

り正の異常と負の異常が交互に存在している．

地磁気全磁力異常の縞模様は，北緯22°00’以北に

おいてはほぼ北西一南東方向を示し，北緯22。00’以

南においては西一東方向が顕著で、ある．これは海底

地形の方向に概略一致している．海域北部から南東部

にかけての水深5500mを越える地溝状地形では，比較

的に穏やかな異常値一200nT～lOOnTを示している．

海域中部の東西約60km，南北約60kmの範囲にある

海山群の東寄りの一九海山（仮称）に本海域での負

の最大異常値－664nTが存在する．また，高寄りの

比高差約2600mの芭蕉海山（仮称）は，－185nTの負

の異常，西寄りの比高差約1300mの馬琴海山（仮称）

は221nTの正の異常を示している．

海域南西方の北緯21。30’付近に東西に並ぶ海山列

では，地形と調和する形で 250nT～ 350nTの異常

値が見られる．この海山列の最も西寄りの比高差約

第 1表顕著な海山

名称（仮称） : 比 高 i頂部水深

緯度 ； 経 度

馬琴海山 : 約 l,300m : 3,209m 

2~ 032.7’N 128 °29.7’E 
どうやかいざん I 

道冶海山 : 約 1,800m : 3,562m 

22 °29.8’N ; 128 °48.2’E 
いっくかいざん ， 
一九海山 : 約 1,800m : 3,362m 

22 °40.3’N 129 °00.2’E 
ばしょうカいさん ， 
芭蕉海山 : 約2,600m : 2,314m 

~2 °18.9’N ; 128 °40.6’E 
ーょうかかいざん ， 
鏡花海山 ： 約 1,000m : 3,729m 

21 °3g.6’N ; 127°39.1’E 
やすな IJカいさん I 

康成海山 ： 約 2,500m : l ,984m 

21。28.5’N ; 128。01.5’E

白秋海山 : 約 3,300m : 1,684m 

21 °26.2’N : 128 °30.4’E 
てつかんかいざん ， 
鉄幹海山 : 約 l,700m : 3,185m 

21 °40.5’N : 129 °08.4’E 
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1000 mの鏡花海LU（仮称）に十356nTの本海域最大

の正の異常値が存在する．

(3) 重力異常（第 6 1～ 6 4' 8図参照）

本海域のフリーエア重力異常は海底地形にほぼ対

応、している．

深海平坦面で、は概ね20mGalから－20mGalの小

さな範囲で分布しており，海域北西端及び、南東部に

弱い負の異常が卓越している．局所的には，中部域

の海山群及び、南部域の海山列に正の異常が顕著で、あ

り，北緯21°30’，東経128'30’の海域内最浅水深1684m

を持つ白秋海山（仮称）に正の最大異常値となる95

mGalが存在する．

(4) 底質（第 3図参照）

本海域で採取した 2地点の試料は，第 2表のとお

りで、あった．

0937Dlの地点で採取した 1試料について，薄片観

察，全岩組成分析及び微化石分析を行った．

その結果はマンガンノジュールで覆われた凝灰岩

であった．

また，微化石分析については有孔虫化石分析を

行ったが有孔虫は検出きれなかったため，年代測定

は行えなかった．

0937D2の地点で採取した l試料については，微化

石分析のみを行った．その結果，有孔虫化石分析に

よる堆積物の堆積年代は更新世後期以降であると推

定された．

(5) 地質構造（第 5' 6-1～ 6-4図参照）

本海域の層序区分は上位から A37層， B37層， C37

層， D37層とした．これらの音響的層相は次のとおり

で、ある．

第2表底質採取記録表

空里担1・ー・長男j~号＿＿＿J・－圃圃－ーさ東側伺旬．．－
底質

0937Dl I 22-35汁~.129” 10.7’E I 4ss1 
（海域北東部崖付近）

赤みがかかった軟泥

マンガンにより変質した凝灰岩

0937D2 I 22-18.9’N,128-40.2'E 

（芭蕉海山山頂付近）

赤みがかかった軟泥

2417m 
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① A37層：全体的に反射強度が弱〈，層理の少

ない音響的に透明な層

② B37層：層理の細かい音響的に透明な層

③ C37層：全体的に反射強度が強〈，層理の不

明瞭な層

④ D37層：音響的に不透明な層であり，音響的

基盤とした

本海：域では D37層を切る明瞭な断層が海域全体に

多数存在する．また，音波探査記録上では明瞭で、な

いが，音響的基盤面の凹凸とそれに調和的で直線的

な海底地形から多くの推定断層を図示した．

推定断層として図示した断層は，そのほとんどが

A37層に覆われている伏在断層である．

断層の走向は概ね南北から北西南東方向であ

り，ほとんどの断層は対になって多数の地溝を形成

している．顕著なものとしては，本海域北西部の断

層群と地溝群，本海域北部から南南東に延びる断層

群と地溝群が挙げられる．海域中央部の海山群及ぴ

周辺では，断層は比較的少なくなっている．

摺曲構造については，堆積層が薄く，音響的基盤

面の起伏に平行に A37層と B37層が堆積している

ので，識別しにくく，明瞭なものは少なかった．

本海域の東北部に数本の背斜構造・向斜構造が認

められた．
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